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モノは作れる。 命は作れません。

そのことがね、私は、今、

いっちばん学ばなきゃならないことだと思ってる。

この言葉は、９７歳の被ばく医師、肥田 舜太郎先生の言葉です。

先生は、１９４５年８月６日の広島原爆投下の日から、ずっと被爆者の治療にあ

たり、2009 年に引退されるまでに、6000 人をこえる人々の診療を続けてこられまし
た。「人間が本来持っている免疫力を、最大限に活かして･･･」と、放射能汚染が心

配な現代においても、数々のご発言を続けておられます。湘南学園でも、中３研修

旅行で広島を訪れるにあたり、先生の書かれた本や、ご出演された DVD から、数々
学ばせていただいています。

以下は、先生のご講演の中に出てきた一節です。

･････いかがですか。日々の暮らしの中で忘れていたこと･･･ありませんか？

何にもかけがえのないあなた自身の命を大切に。これから少しうっとうしい梅雨の季節

に入りますが、”命を育むカフェテリア”で、おいしいランチをいただきましょう。

次週は、「免疫力を高めるお味噌汁」が何回もメニューにありますね、楽しみ！


